
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ● 補助・助成　 ○ その他

■ 企画 □ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

－

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

水素社会の実現に向け、水素需要拡大に向けた実証、水素モデル街区整備及び普及啓発等を引き続き実施する。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

方針で商用車に主眼を置いたＦＣＶ導入を位置付けており、今後は乗用ＦＣＶに加え、バスやトラック等の商用
ＦＣＶの導入拡大の検討を進めている。また、水素モデル街区形成に向け、水素ステーション整備を完了する
とともに、集客交流施設の事業予定者を決定した。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

－ － － － － １か所

↓

アウトカム
成果指標1

水素モデル街区の形成 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

25台 26台 集計中 46台 109台 250台

人工

指標

アウトプット
活動指標1

FCモビリティの市内普及台数 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

10 人工

令和7年度予算額 63,000 千円 うち特定財源 63,000 千円 正規職員業務量 9

正規職員業務量 10 人工

令和6年度決算額 111,000 千円 うち特定財源 108,738 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 1.2 人工

令和6年度予算額 226,000 千円 うち特定財源 224,200 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

まちづくりを通じた水素エネルギーの活用による脱炭素化の実現、エネルギーの安定供給及び地域経済の活性化を目指すとと
もに、市民の皆様にとって水素を身近なエネルギーの一つとして感じていただく。

他都市の状況

福島産再生可能エネルギー由来水素の東京オリパラ活用（ＦＣＶ、ＦＣバス、選手村における燃料電池等）
、神戸市及び川崎市における水素サプライチェーンの構築実証や港湾等での活用、福岡市における下水汚泥由来の水素ス
テーション運用など

市民参加の実施

令和5年度決算額 3,773 千円 うち特定財源 3,773

施策名 脱炭素社会の早期実現に向け、更なる省エネルギー化に加え、北海

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

　気候変動が世界的な課題となっている今、脱炭素化に向けた取組の重要性はますます高まっており、本市は市内排出される
温室効果ガスを２０５０年には実質ゼロとする「ゼロカーボンシティ」を目指すことを宣言している。この宣言の達成に向けて、再
生可能エネルギー中心の社会を実現することが重要である。
　水素は、再生可能エネルギーからつくることができ、燃焼時に二酸化炭素を排出しないクリーンなエネルギーであるため、水
素を活用したまちづくりをより一層進め、ゼロカーボンシティの実現に向け水素が市民の皆様にとって身近なエネルギーの一つ
となるよう取組を行っている。また、本市は脱炭素社会の実現に向けて化石燃料からクリーンエネルギー中心の社会構造に変
革していくとともに、その活動を通して経済成長を実現する取組にも力を入れており、水素の活用は重要な役割を果たすもので
ある。

事業内容
（何を実施し）

①　水素モデル街区整備に向けた水素ＳＴの整備補助
　　補助事業の実施により、令和７年４月から水素ＳＴが供用を開始した。
②　建物への水素導入可能性調査及び水素利活用方針改定
　　建物（主に市有施設）への水素導入可能性について把握するとともに、平成３０年に策定された「水素
　利活用方針」を「水素エネルギー基本方針」として改定した（以降「方針」という）。
③　建物への燃料電池導入補助
　　補助事業の実施により、市内施設１か所に純水素型燃料電池が設置された。
④　イベント出展
　　２０２４年８月に開催された「環境広場さっぽろ２０２４」において水素を動力源とするＦＣアシスト
　自転車等の展示を行ったほか、２０２５年２月に開催された「２０２５さっぽろ雪まつり」で水素を燃料
　とした揺らめく炎を演出したフォトスポットの設置や水素ストーブを暖房として実際に使用するなどの取
　組を行った。
⑤　公用車ＦＣＶの維持管理
　　公用車ＦＣＶの維持管理を通じて、市内への普及啓発を実施した。
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